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県
内
企
業
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、新
た
な
在
留
資
格
制
度
が
今
年
4
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、外
国
人
材
の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
県
で
は
、企

業
へ
の
支
援
な
ど
に
着
目
し
た「
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
促
進
」と
、外
国
人
が
生
活

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た「
外
国
人
と
の
共
生
推
進
」を
２
本
の
柱
に
据
え
て
、

「
外
国
人
に
選
ば
れ
る
県
」の
実
現
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　県内に住む外国人の皆さんのさまざまな疑問や悩みに
対して、情報提供や相談を行う窓口です。英語、中国語、韓
国語など多言語で対応しますので周りの外国人の方にお
知らせください。

検索山梨 外国人受入【問い合わせ先】 外国人材受入支援課　TEL 055-223-1539  FAX 055-223-1516

外国人材の受け入れ促進・外国人との共生推進
深刻化する県内企業の人手不足に対応するための体制を整備

外国人材の受け入れ促進

○企業への総合的な支援
○宿泊業など個別分野への支援
○外国人留学生の県内就職促進

○外国人の生活相談体制整備
○生活サービスの向上
○日本語教育の充実

外国人との共生推進

連携体制の構築

外国人材受入・共生ネットワーク会議
○官民の関係機関の連携体制を構築

場所：甲府市飯田2-2-3　国際交流センター内
利用時間：午前9時～午後4時 
             火曜日～土曜日（祝日・年末年始を除く）
TEL：055-222-3390

　私は１年前に韓国から日本に来ました。日本に来た外国人は、文
化の違いや日本語が分からないことへの不安を感じることが多いと
思います。私たち外国人スタッフは、山梨で暮らす外国人の皆さん
の相談に親身になって対応します。一緒に悩みを解決しましょう。

クォン・ドヒョンさん

Work & Live

Work & Live

Work & Live

伊藤 高子さん

フォネットグループ
人事部 課長補佐

 

　
山
梨
で
暮
ら
す
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
希
望
す
る
お
客

さ
ま
も
増
え
、日
本
語
が
分
か
ら
な
い
た
め

に
機
種
選
び
や
契
約
が
で
き
ず
、苦
労
さ
れ

る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。当
社
で
は
、８
年
前
か
ら
外
国
人
の

採
用
を
始
め
、最
近
は
、４
年
連
続
で
新
卒

者
も
採
用
し
て
い
ま
す
。外
国
人
ス
タ
ッ
フ

を
店
頭
に
配
置
し
、言
葉
の
心
配
が
な
い
こ

と
を
P
R
す
る
こ
と
で
、訪
れ
て
く
れ
る
お

客
さ
ま
が
増
え
ま
し
た
。受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
は
、入
社
前
か
ら
住
ま
い
探
し
や
引
っ

越
し
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、入
社
後
、

安
心
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
県
が
開
催
し
て
い
る
合
同
就
職
面
接

会
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、企
業
と
留

学
生
が
出
会
い
、理
解
を
深
め
る
場
と

し
て
、と
て
も
有
効
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

行
政
が
積
極
的
に
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
と
、そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
も
大
変
心
強
い

で
す
。

県
内
企
業
で
の
外
国
人
材
の
活
躍

　県内企業からの外国人材の雇用に関
するさまざまな相談に応じる窓口です。
電話や来所による相談のほか、出張相
談も行います。

山梨県外国人材
企業相談センター

場所：甲府市大津町2130-2　
　　  中小企業人材開発センター内
利用時間：午前9時～午後5時
             （受付は午後4時30分まで） 
             月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
TEL：055-225-5605

　私は今年４月から正社員として採
用され、県内の携帯電話ショップで
働く初めてのベトナム人となりまし
た。現在はベトナム語と英語の語学
力を生かして、店頭で通訳、翻訳業
務を行っています。私も日本に来た
ばかりの頃、スマートフォンを購入す
るのに、説明が理解できず困った経
験があります。ですから、そういう外
国人の役に立ちたいと思い、この仕
事に就きました。
　山梨に来て以来、多くの皆さんに
支えてもらうことで、安心して生活し
ています。これからも、大好きな山梨
で、働き、暮らしていきたいです。

マイ・ティ・フォン・ズンさん
Work & Live

やまなし外国人相談センター
Let’s solve the problem together
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利用時間：午前9時～午後5時
             （受付は午後4時30分まで） 
             月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
TEL：055-225-5605

　私は今年４月から正社員として採
用され、県内の携帯電話ショップで
働く初めてのベトナム人となりまし
た。現在はベトナム語と英語の語学
力を生かして、店頭で通訳、翻訳業
務を行っています。私も日本に来た
ばかりの頃、スマートフォンを購入す
るのに、説明が理解できず困った経
験があります。ですから、そういう外
国人の役に立ちたいと思い、この仕
事に就きました。
　山梨に来て以来、多くの皆さんに
支えてもらうことで、安心して生活し
ています。これからも、大好きな山梨
で、働き、暮らしていきたいです。

マイ・ティ・フォン・ズンさん
Work & Live

やまなし外国人相談センター
Let’s solve the problem together


